
 

令和８年度 

1 学年 

シラバス 



ク　　　　ラ　　　　ス

1～6

①知識・技能

① ② ③

4 社会と文化 コミュニケーション能力とは何か ○ ○ ○

5 社会と文化 水の東西 ○ ○ ○

6 「わたし」の多様性 一人の中にある無限 ○ ○ ○

7 近代化と人間 政治的思考 ○ ○ ○

8 実用の文章 コミュニケーションの手段を考える ○ ○ ○

9 ことばの働き ものとことば ○ ○ ○

10 問題を提起する 感情暴走社会の由来 ○ ○ ○

11 近代化と人間 ポスト・プライバシー ○ ○ ○

11 解釈を述べる 事実なのか考えなのか ○ ○ ○

12 実用の文章 複数の資料を読み比べて考えをまとめる ○ ○ ○

1 意見を述べる 無痛化する社会のゆくえ ○ ○ ○

2 表現編
書き言葉の技術/文章構造を理解する・要約
する・比較する・論証する・意見文を書く

○ ○ ○

1 国語（現代の国語） 2

令和８年度　シラバス　
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

教科書 副教材

数研出版「増補新版　現代の国語」 第一学習社「カラー版新国語便覧」・いいずな書店「プログレス現代文　基本
編」・第一学習社「新版漢字マイスター頻出漢字3000」

学習の目標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

実社会に必要な国語の知識や技能
を身に付けている。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこ
と」の各領域において、論理的に考える力
や深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり
深めたりしている。

言葉を通して積極的に他者や社
会に関わったり、ものの見方、感
じ方、考え方を深めたりしなが
ら、言葉がもつ価値への認識を
深めようとしているとともに、読書
に親しむことで自己を向上させ、
我が国の言語文化の担い手とし
ての自覚をもとうとしている。

・コミュニケーションの要素について示した図と、非言
語コミュニケーションについて解説した文章を読み、
考えを話し合う。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第
１
学
期

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・文章中の抽象的な表現について説明する。

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・日本と西洋の「水」に対するとらえ方の違いを整理
する。

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・文章中の抽象的な表現について説明する。
・筆者の主張を、本文全体を踏まえて具体的に説明
する。

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・「政治的思考」にとって大切なこと、「政治的思考」
においてとるべきでない態度について説明する。
・本文の内容とチャーチルの言葉を踏まえて、「独裁
体制」と比較しながら「民主政治」の特徴を説明す
る。

第
３
学
期

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・本文と「ウェルビーイング」に関する資料を参考にし
ながら、「幸福とは何か」というテーマで意見文を書
く。

・文章における文と文、段落と段落の関係を学び、
文章の一貫性を高めるための工夫を理解する。
・文章の構造を意識して要点を的確にとらえる。
・比較や類推の効果を学ぶ。
・論証の方法を学び、引用や推敲の仕方を理解して
意見文を書く。

第
２
学
期

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・文章中の抽象的な表現について説明する。
・日本語と英語の単語を比較し、認識される対象に
どのような違いがあるかを調べる。

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・テーマを選び、「……一方、……」という形式で、問
題点を提示しながら自分の考えを書く。

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・文章中の抽象的な表現について説明する。
・筆者の主張を、本文全体を踏まえて具体的に説明
する。
・グラフ資料と本文を関連づけて考察し、自分の考え
をまえとめる。

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内
容、および文章全体の構成をとらえる。
・本文を踏まえて「事実」「推測」「意見」の定義を確
認する。
・A新聞とB新聞の記事について、読み手に逆の印
象を与えるように表現を工夫して書く。

・異なるメディアに掲載された「循環」をテーマにした
記事を読み、「持続可能な社会」のあり方について考
える。
・「持続可能な社会」の実現に向けた具体的な取り組
みを考える。

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



ク　　　　ラ　　　　ス
１～６

①知識・技能

① ② ③

4 古文説話 宇治拾遺物語「児のそら寝」 ○ ○ ○

古文の基礎　動詞・形容詞・形容動
詞

○ ○ ○

5 漢文入門 入門一　訓読の基礎 ○ ○ ○

入門二　再読文字・助字・置き字 ○ ○ ○

6 近代小説 羅生門 ○ ○ ○

漢文故事 戦国策「漁夫之利」 ○ ○ ○

韓非子「狐借虎威」 ○ ○ ○

特
編

7 古典文法 古典文法（助動詞） ○ ○ ○

9 古文随筆（一）
徒然草「ある人、弓射ることを習ふ
に」

○ ○ ○

「奥山に猫またといふものありて」 ○ ○ ○

10 古文歌物語 伊勢物語「芥川」 ○ ○ ○

　　　　　　「東下り」 ○ ○ ○

11 漢文史伝 十八史略「鶏口牛後」 ○ ○ ○

11 漢詩
「静夜詩」「月夜」「八月十五日夜、
禁中独直」

○ ○ ○

12 古文物語 竹取物語「天人の迎へ」 ○ ○ ○

古文文法 古典文法（敬語） ○ ○ ○

1 古文随筆（二） 枕草子「雪のいと高う降りたるを」 ○ ○ ○

日記文学 土佐日記「門出」 ○ ○ ○

2 軍記物語 平家物語「木曽の最期」 ○ ○ ○

3 思想 論語 ○ ○ ○

孟子 ○ ○ ○

3 和歌
「万葉集」「古今和歌集」「新古今和
歌集」

○ ○ ○

第
３
学
期

古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて
理解している。「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈して

いる。

文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて
叙述を基に的確に捉えている。旧暦や古時刻、旧国名と
いった古典常識について積極的に調べ、学習課題に沿っ
て理解を深めようとしている。

軍記物語特有の文体に親しもうとしている。古典の世界に
親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理解している。

特
編

我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化と
の関係について理解している。当時の諸子百家の考え
方、物事の捉え方への理解を深めようとしている。

和歌特有の表現技法を理解しようとしている。和歌を粘り強
く読み解き、学習の見通しをもって主題について考察しよう
としている。

特
編

古典を読むために必要な文語のきまりなどについて理解し
ている。作品や文章の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。作品を通して、
敬語表現を理解しようとしている。

第
１
学
期

古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて
理解している。また作品や文章に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。また、積極的
に児と僧の様子や心情をとらえ、学習課題に沿って話し合
いに参加しようとしている。

古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて
理解している。また、自分のものの見方、感じ方、考え方を
深め、我が国の言語文化について自分の考えをもってい
る。

文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解し、作品
や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈している。積極的に自らの作品世界を構築し、
学習課題に沿って自分の考えを文章にしようとしている。

作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。
「読むこと」において、成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえ、内容の解釈を深めている。進んで作品内容を
解釈し、学習課題に沿って調査・発表に取り組んでいる。
また、寓話の意味する内容について粘り強く考えようとして
いる。

学んだ文法事項を、作品の読解に生かそうとしている。

作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。
「読むこと」において、成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえ、内容の解釈を深めている。進んで作品内容を
解釈し、学習課題に沿って調査・発表に取り組んでいる。

第
2
学
期

古典の世界に親しみ、読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理解している。
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて
叙述を基に的確に捉えている。地の文と和歌の関係性を
読み解き、本文全体を解釈しようとしている。

作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。
「読むこと」において、成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえ、内容の解釈を深めている。進んで作品内容を
解釈し、学習課題に沿って調査・発表に取り組んでいる。

我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化と
の関係について理解している。作品や文章の成立した背
景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めて
いる。

学習計画及び評価方法
学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

生涯にわたる社会生活に必要な国
語の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理
解を深めることができるようにしてい
る。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに
想像したりする力を伸ばし，他者との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることができるよ
うにしている。

言葉を通じて積極的に他者や社会
に関わったり，思いや考えを広げた
り深めたりしながら，言葉がもつ価値
への認識を深めようとしているととも
に，進んで読書に親しみ，言葉を効
果的に使おうとしている。

   教　科   書 副　　教　　材

数研出版「改訂版　言語文化」
第一学習社「新国語便覧」・数研出版「読解をたいせつにする体系古典文法」「読解をたいせ
つにする体系古典文法学習ノート」・桐原書店「漢文必携五訂版」「漢文必携五訂版チェック
ノート基本編」・いいずな書店「プログレス古文」「プログレス漢文」

学習の目標

生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に表現し的確に理解する能力を育成して
心を豊かにする。「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における
他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしできるようにする。言葉を通じて
積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとするとともに，言
語感覚を磨き，言葉を効果的に使うことができるようにする。

1 国語（言語文化） 3

令和８年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



　　令和8年度　シラバス

① ② ③
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学　年 ク　　　　ラ　　　　ス 教　科　（科　目） 単位数

１年 1～6組 地理歴史（地理総合） 2

   教　科   書 副　　教　　材

地 理 総 合    (二宮書店）
新詳高等地図 (帝国書院） 新編地理資料２０２6（とうほう）

学習の目標
　社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グ
ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

評価の方法

①知識・技能 ②　思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

知識：地理に関わる諸事象に関して，
世界の生活文化の多様性や，防災，
地域や地球的課題への取組などを理
解する。
技能：地図や地理情報システムなどを
用いて，調査や諸資料から地理に関
する様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるように
する。

地理に関わる事象の意味や意義，特色
や相互の関連を，位置や分布，場所，
人間と自然環境との相互依存関係，空
間的相互依存作用，地域などに着目し
て，概念などを活用して多面的・多角的
に考察したり，地理的な課題の解決に
向けて構想したりする力や，考察，構想
したことを効果的に説明したり，それらを
基に議論したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追究，解決しようとす
る態度を養うとともに，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養され
る日本国民としての自覚，我が国の国
土に対する愛情，世界の諸地域の多
様な生活文化を尊重しようとすることの
大切さについての自覚などを深める。

○

　学習計画及び学習の評価

学
期

月 単元名 項　目 学　習　活　動　と　評　価　の　ポ　イ　ン　ト
評価方法

地図とGISの活用

1 球面上の世界

2 世界からみた日本の位置と領
域

3 国内や国家間の結びつき

4 暮らしのなかの地図とGIS

・地球上の位置情報の基礎として，球体としての地球，緯度・経度
の基本的なしくみ，地球上での位置の示し方を理解する。
・図法によって異なる世界地図の特色を捉え，スケール，視点，図
法などを変化させながら，世界における日本の位置を理解する。
・グローバル化が進む世界において，国家間の協調や不均衡を理
解するために，世界の実態を捉えるための道具としての統計地図
やグラフのつくり方を理解する。
・交通・通信，貿易・物流，観光の視点から，人やもの，情報，資本・
サービスの移動のようすについて，統計地図やグラフなどの資料か
ら読み取る技能を身に付ける。
・GISが日常生活にも利用されている実例を捉え，大量の地理情報
を処理できるGISの特徴や利用方法，そのしくみについて理解す
る。

○ ○

○

地理的環境の特色

1 地形と生活文化

2 気候と生活文化

3 産業と生活文化

4 宗教・言語と生活文化

・世界の大地形の変動帯に位置する場所では山岳地域や高原を
形成し，地震・火山について理解する
・世界の気候をケッペンの気候区分から捉え，植生や農業などが生
活文化に影響を与えていることを理解する。
・各気候は人々の生活文化とどのような関わりをもつのか，どのよう
な生活の工夫があるのか，資料から考える。
・産業を基盤に成り立つ現状を捉え，世界スケールにおける産業の
地域的な特徴をグローバル化の観点で理解する。
・世界でみられる生活文化の多様性について，宗教，言語の分布
や人々との関わりを主題図や写真などの資料を通じて理解するとと
もに分布を示す要因について理解する。

○ ○ ○

世界各地の生活文化

1 東アジア
2 ASEAN諸国
3 南アジア
4 イスラーム圏
5 EUと周辺諸国
6 アフリカ
7 ロシア
8 アメリカ・カナダ
9 ラテンアメリカ
10 オセアニア

・社会経済システムの変化に焦点を当て，東アジアの特徴を主題
図やグラフなどの資料を通じて捉える。
・各文化圏における生活文化の多様性や経済発展を遂げる
ASEAN諸国の現状と課題について考える。
・イスラーム圏の気候条件，宗派の違い，エネルギー資源の有無な
どを基盤とした経済水準の違いについて理解する。
・経済成長や開発の進むアフリカの課題を自然環境と生活文化の
関わりから考える。
・アメリカ合衆国の多国籍企業が世界の経済や生活文化に影響を
与えている現状を捉える。
・これからのヨーロッパのよりよい社会を目指して課題について考え
る。
・ラテンアメリカの鉱工業が発展していく中で生じている貧富の差の
解決に向けた取り組みを考える。
・オセアニアの生活文化の歴史的背景や現状と将来について，多
文化社会と関連づけて考える。

○ ○

○

地球的課題と国際協力

1 地球環境問題

2 資源・エネルギー問題

3 人口・食料問題

4 居住・都市問題

・深刻な地球環境問題について事例をあげて捉え，それぞれの解決の取
り組みについて考える。
・エネルギー資源の変化を捉えながら，これらの解決のための取り組みを
SDGsと関連づけて考える。
・持続可能な社会をつくるために，飢餓とその要因である人口問題，食料
問題について，異なる視点から根拠をもとにSDGsと関連づけ対応策を構
想する。
・世界では都市に人口が集まる都市内部の構造を景観をふまえ理解す
る。

○ ○ ○

生活圏の諸課題
1 日本の自然環境と防災

2 生活圏の諸課題と地域調査

・日本の様々な自然災害が起きていることを理解するため災害の具
体的な事例について，新旧の地形図，ハザードマップ，などを利用
する技能とともに捉える。
・日本が抱える地域的な課題について人口の少子高齢化，過疎化
について景観観察や調査の技能を身に付ける。

○ ○

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



ク　　　　ラ　　　　ス

１～６組

①知識・技能

① ② ③

4
歴史の扉

〇 〇

第1編　近代化と私たち
　第1章　近代化への胎動

１　ヨーロッパの海外進出と市民社会
２　清の繁栄
３　江戸時代の社会と生活
４　東アジア諸国間の貿易 〇 〇 〇

5

　
第2章　欧米の市民革命と
　　　　　　国民国家の形成

５　イギリス産業革命
６　アメリカ独立革命
７　フランス革命とナポレオン

〇 〇 〇

８　ウィーン体制
９　1848年の革命

〇 〇 〇

6
10　イタリア・ドイツの統一
11　東方問題と19世紀のロシア 〇 〇 〇

　

第3章　アジアの変容と
　　　　　　日本の近代化

12　アメリカの発展と分裂
13　世界市場の形成
14　イスラーム世界の改編と再編
15　南アジア・東南アジアの改革と再編

〇 〇 〇

16　アヘン戦争の衝撃
17　ゆらぐ幕藩体制
18　開国
19　幕末政局と社会変動 〇 〇 〇

7

20　新政府の成立と諸改革
21　富国強兵と文明開化
22　近代的な国際関係と国境・領土の画定

〇 〇 〇

23　自由民権運動の高まり
24　立憲国家の成立 〇 〇 〇

9

　第4章　帝国主義の時代 25　帝国主義と世界分割
26　日清戦争

〇 〇 〇

27　日露戦争から韓国併合へ
28　日本の産業革命と社会問題
29　アジア諸民族の独立運動・立憲運動

〇 〇 〇

10

第2編　国際秩序の変化や
　　　　　大衆化と私たち
　第5章　第一次世界大戦と
　　　　　　大衆社会

30　緊迫する国際関係
31　第一次世界大戦
32　ロシア革命とシベリア出兵
33　大戦景気と米騒動

〇 〇 〇

34　ヴェルサイユ体制とワシントン体制
35　西アジア・東アジアの民族運動
36　東アジア・東南アジアの民族運動
37　戦間期の欧米

〇 〇 〇

11
38　ひろがる社会運動と普通選挙の実現
39　政党内閣の時代 〇 〇 〇

　第6章　経済危機と
　　　　　　第二次世界大戦

40　世界恐慌
41　ファシズムの時代 〇 〇 〇

42　満州事変と軍部の台頭
43　日中戦争

〇 〇 〇

12

44　第二次世界大戦とアジア太平洋戦争
45　戦争と民衆
46　敗戦

〇 〇 〇

47　国際連合と戦後世界
48　戦後と占領の始まり
49　民主化と日本国憲法

〇 〇 〇

1

50　冷戦の開始
51　朝鮮戦争と日本

〇 〇 〇

2

第3編　グローバル化と私たち
　第7章　冷戦と脱植民地化

52  冷戦対立の推移
53　植民地の独立と第三世界の出現
54　米ソ両陣営の動揺

〇 〇 〇

　
   第8章　多極化する世界

55  日本の国際社会復帰と高度経済成長
56　石油危機と世界経済
57　緊張緩和から冷戦の終結へ 〇 〇 〇

58　地域協力の進展
59　日本の経済大国化

〇 〇 〇

3

　第9章　グローバル化と
　　　　　　現代世界

60　冷戦体制の終結
61　冷戦後の地域課題
62　現代社会の変動
63　グローバルな認識へ

〇 〇 〇

1 地理歴史（歴史総合） 2

令和８年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

   教　科   書 副　　教　　材

詳述歴史総合 新訂版(実教出版）
新詳歴史総合（浜島書店）
詳述歴史総合 新訂版 徹底整理演習ノート（実教出版）

学習の目標

・社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生
きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。
・近現代史を中心とする世界史および日本史を、諸資料に基づき地理的条件や文化的な背景と関連付けながら理解させる。
・現代の諸課題を歴史的観点から考察させることによって、歴史的思考を培う。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

知識：歴史の変化に関わる諸事象について、世
界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、
現代の諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理
解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色など
を、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつなが
りなどに着目して多面的・多角的に考察したり、歴史に見ら
れる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、
考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論
したりする力を養う。

歴史の変化に関わる諸事象について、よりよ
い社会の実現を視野に課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養うとともに、多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本や他国の文化を尊重することの大切
さについての自覚を深める。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価の方法

第
１
学
期

歴史学習の導入としての基本的な技能に触れ、興味・関心
を高めることができたか。

・西欧諸国間の重商主義競争と大西洋交易圏の成立，アジ
ア交易の展開について把握し，世界経済体制の形成の特質
を理解できたか。
・江戸時代の日本の幕藩体制の特徴を理解しできたか。
・朝貢貿易による東アジア諸国間の貿易やアジアとヨーロッ
パの貿易、また、江戸時代の四つの口を介した貿易を理解
できたか。

・イギリス産業革命、アメリカ独立戦争の背景や展開の特徴
を把握し，ヨーロッパ啓蒙思想を具現化した「革命」としての
特質を理解できたか。
・フランス革命の背景や展開の特徴を把握し，革命の波及を
恐れるヨーロッパ諸国とナポレオンの大陸支配の特質を理解
できたか。

・ウィーン体制成立の背景・目的と体制下でのさまざまな運
動について考察できたか。
・1848年の革命の意義と19世紀後半のイギリスやフランスの
諸改革をの内容を理解できたか。

・イタリア・ドイツ・ロシアの近代国家形成の展開について、そ
れぞれの特徴と関連を理解できたか。

・アメリカ合衆国の領土拡大と南北戦争について、国内の一
体化と経済発展の過程で生じた問題を理解できたか。
・ヨーロッパ列強進出で変容するアジアの動向を把握できた
か。

・アヘン戦争とアロー戦争が生じた背景と結果，その影響を
考える。また、太平天国とその後の中国の近代化を考察でき
たか。
・外国船の接近に対する幕府の対応から開国までの流れを
理解できたか。また、開国が日本社会に与えた影響につい
て考察できたか。

・明治新政府の改革のねらいやその影響について考察でき
たか。
・日本の国境をめぐる問題の背景を理解できたか。

・後発型の国民国家としての日本の国家形成の特徴を把握
することができたか。また、憲法の制定が日本社会や外交の
在り方に与えた影響について考察できたか。

第
２
学
期

・帝国主義の特徴を理解し，アフリカ，太平洋地域の分割の
過程を考察できたか。
・国内外の情勢を背景に進展した条約改正交渉を理解でき
たか。
・朝鮮をめぐる対立と日清戦争のつながり、戦争後の列強に
よる中国分割や日本国内の意識の変化を考察できたか。

・日清戦争後の清と日本の動向を踏まえ、日露戦争の展開
と、その後の日本とアジア(特に韓国)との関係を理解できた
か。
・日本の産業革命の特徴を理解し、日本の経済、社会にもた
らした問題を考察できたか。
・20世紀初めにアジアの民族運動が高まった背景，各地の
民族運動の共通点やちがいを考察できたか。

・20世紀初頭のﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国の国際関係を把握し、総力戦と
しての第一次世界大戦と、ﾛｼｱ革命の背景、展開、および革
命に対する周辺国の対応について理解できたか。

・大戦後の二つの国際秩序の構築の過程と共通する目的を
理解できたか。
・アジア各地の植民地などで高揚した民族運動について背
景や特徴を理解できたか。
・大戦後のヨーロッパの状況と1920年代のアメリカの繁栄に
ついて理解できたか。

・日本社会の大衆化について把握し、政治に対する意識の
変化や文化の特徴を把握することができたか。

・世界恐慌、ファシズムの台頭など第二次世界大戦の原因
について理解できたか。

・国家主義が高揚し，軍部の影響力が増大していく過程を多
角的に考察することができたか。
・日中戦争の背景を把握し戦争の勃発と展開を理解できた
か。

・ヨーロッパの戦争とアジア･太平洋の戦争の展開や民族運
動との関係について理解できたか。
・枢軸国の支配と日本のアジア支配の特徴を考察できたか。
・第二次世界大戦の原因やそれらが及ぼした影響を理解し、
平和の意義について考察できたか。

・国際連合の成立により平和の維持がはかられていく過程
と、戦後の日本の民主化の流れを理解できたか。

第
３
学
期

・大戦後10年間の冷戦構造の構築の過程を考察できたか。
・朝鮮戦争の勃発などを要因として変化した日本の占領政
策を理解できたか。

・東西陣営の軍事協力体制が世界に拡大する過程を理解で
きたか。
・植民地の独立とその後の諸問題、第三勢力の形成とその
歴史的意義を考察できたか。
・ベトナム戦争を経た，米ソの外交姿勢の変化を理解できた
か。

・日本の高度経済成長の背景と影響、55年体制下の日本に
おける欧米・アジア諸国との関係の推移を考察できたか。
・石油危機前後の国際経済体制の変化、新自由主義が登
場した背景とその影響を考察できたか。
・冷戦終結への経緯と、米ソの国内事情を考察できたか。

・冷戦期のヨーロッパや東南アジアの経済協力をふまえ、経
済発展による世界規模の人の流れを考察できたか。
・日本の経済大国化と国際的地位の向上を考考察できた
か。

・冷戦終結による世界の変化、生じた諸問題を整理し、グ
ローバル化の進展とその影響を考察できたか。
・経済のグローバル化にともない生じた危機、現代世界で新
たに生じている紛争や対立を考察できたか。

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



ク　　　　ラ　　　　ス

1～6

①知識・技能

① ② ③

4 第１章　数と式 ○ ○

○ ○

5 ○ ○ ○

第２章　集合と命題 命題と条件
○ ○ ○

○ ○

6 第３章　２次関数 ○

○ ○

7 ○ ○ ○

○ ○

○

9 第４章　図形と計量
１節　三角比
２節　三角形への応用

○

○ ○ ○

10 ○ ○

11 ○

○ ○ ○

12 ○ ○

第
２
学
期

第
１
学
期

数学（数学Ⅰ）

学習の目標

　数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事
象を数学的に考察する能力を培い、数学の良さを認識できるようにするとともに、それらを活用する態度を育てる。

2

改訂版　クリアー数学Ⅰ＋Ａ　（数研出版）

学
期

月

令和8年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　）

1

単位数

単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第５章　データの分
析

・三角比の正接、正弦および余弦の意味を理解させる。
・三角比を鈍角の場合にまで拡張し、三角比の相互関
係を調べる。
・正弦定理、余弦定理を導き、これを用いて三角形の辺
と角の関係を明らかにする方法、測量問題を解決する方
法などを取り上げ、三角比の考えの有用性を認識させ
る。また三角形の面積を求める公式を導き、これを活用
していろいろな計算問題を処理する能力を高める。
・定期考査においてすべての観点を評価する。

・集合の要素の個数に関していくつかの基本性質を導
き、その適用方法を体系的に理解させる。
・命題の真偽と集合の関係を明らかにし、必要条件・十
分条件や必要十分条件の関係を知らせる。
・定期考査においてすべての観点を評価する。

・度数分布表、ヒストグラムについて理解し、身近な統計
における代表値・平均値・中央値・最頻値の定義や意味
を理解し、それらを求めることができる。
・範囲の定義や四分位数・四分位範囲の定義と意味を
理解しデータの散らばりを比較する。また箱ひげ図をか
き、データの分布と箱ひげ図の関係について理解する。
偏差、分散、標準偏差を求め、散布図を作成し２つの変
量の間の相関を考察することができる。
・定期考査においてすべての観点を評価する。

１節　式の計算
２節　実数
３節　１次不等式

・複雑な式の計算も、式の整理と変形によって、また公
式を利用して能率よく計算を行う能力を養成する 。
・有理数について学習し、有理数を循環小数で表すこと
を考察する。また実数の絶対値についても学習する。
・根号を含む無理数の計算を正しく行う能力を養成す
る。
・不等式の基本性質をもとに、１次不等式の解法を理解
させる。
・連立１次不等式の解法を理解させる。
・定期考査においてすべての観点を評価する。

１節　２次関数とグラフ
２節　２次関数の値の変化
３節　２次方程式と２次不等
式

・一般の２次関数y=ax2+bx+cのグラフがy=ax²をもとにし
て得られることを　グラフの平行移動を通して明らかにす
る。
・２次関数の値の変化やグラフからその最大値や最小値
を考え、２次関数の最大と最小に関する問題を処理する
能力を高める。

・２次関数のグラフとx軸との位置関係を調べることから、
２次方程式の解の意味を明らかにし、２次方程式の解の
有無や解の性質を調べる。
・２次関数のグラフから２次不等式の解の意味を考え、一
般の２次不等式や２次不等式に関連した問題が解けるよ
うにする。
・定期考査においてすべての観点を評価する。

   教　科   書

改訂版　高等学校　数学Ⅰ（数研出版）

副　　教　　材

数と式、2次関数、図形と計量、
データの分析及び図形と方程式
における考え方に関心をもつとと
もに、数学のよさを認識し、それ
らを事象の考察に活用して数学
的な考え方に基づいて判断しよ
うとする。

学習計画及び評価方法

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

数と式、2次関数、図形と計量、
データの分析及び図形と方程
式において、事象を数学的に
表現・処理する仕方や推論の
方法などの技能を身につけて
いる。

数と式、2次関数、図形と計量、データの分析及び
図形と方程式において、事象を数学的に考察し表
現したり、思考の過程を振り返り多面的・発展的に
考えたりすることなどを通して、数学的な見方や考
え方を身につけている。

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



ク　　　　ラ　　　　ス

１～６

①知識・技能

① ② ③

4 ○ ○

○ ○

5 ○ ○ ○

○ ○

6 ○ ○ ○

○ ○ ○

7

  ４　摩擦を受ける運動
  ５　液体や気体から受ける力 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

○ ○ ○

10

第２編　熱
　第１章　熱とエネルギー

　１　熱と物質の状態
　２　熱と仕事

○ ○ ○

○ ○

11

12 ○ ○ ○

○ ○ ○

1

2 ○ ○

3

第５編　物理学と社会
　第1章　エネルギーとその利用

　１　エネルギーの移り変わり
　２　エネルギー資源と発電

○ ○ ○

   教　科   書

改訂版　新編　物理基礎（数研出版）

副　　教　　材

第
２
学
期

○ ○ ○

第
１
学
期

摩擦力、浮力などのいろいろな力や
圧力について理解する。

熱と温度について、原子や分子の熱
運動という視点から理解する。
熱の移動及び熱と仕事の変換につ
いて理解する

第
３
学
期 人類が利用可能な水力、化石燃料、

原子力、太陽光などを源とするエネ
ルギーの特性や利用などについて、
物理学的な視点から理解する。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

静電気から電気の量や電荷の概念
を理解する。
電流のはたらきおよびオームの法則
を理解する。
 
交流の発生、送電及び利用につい
て、基本的な仕組みを理解する。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

・社会との関連を図りながら、物理
について理解するとともに、科学的
に探究するために必要な観察・実
験などに関する基本的な技能を身
につけることができる。
・設定したテーマについて情報を収
集して仮説を立て、実験を実施する
ことができる。

・物理現象や原理について考え、応用
することができる。
・実験の結果を考察することができる。
・実験結果をレポートにまとめたり発表し
たりすることができる。

・身近な現象に疑問を持ち、物
理の探究の進め方に興味を持
つことができる。
・日常生活の中の現象について
物理的関心を持ち、実験を実施
することができる。

学習の目標

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動などの様々な物理現象やエネル
ギーへの関心を高め、観察、実験などを通して物理学的に探究する能力と態度を育て
ると共に、物理学の基本的な概念や原理・法則、物理学の果たす役割を理解させ、科
学的な見方や考え方を養う。

単位数

2

ステップアップノート物理基礎（啓林館），センサー物理基礎（啓林館），
新課程フォローアップドリル物理基礎  (運動の表し方・力・運動方程式，

仕事とエネルギー・熱，波・電気)（数研出版），
物理実験テキスト（富山県理化学会）

令和8年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　）

1 理科（物理基礎）

第１編　運動とエネルギー
　第１章　運動の表し方

  第２章　運動の法則

　第３章　仕事と力学的エネル
ギー

第３編　波
　第１章　波の性質

　第２章　音

物体の運動の基本的な表し方につ
いて理解する。
物体が直線上を運動する場合の加
速度を理解する。
物体が落下する場合の、運動の特徴
（速度,加速度）を理解する。

物体に様々な力が働くことを理解す
る。
物体に働く力のつり合いを理解す
る。
運動の三法則、特に力と加速度につ
いて理解する。

運動エネルギーと位置エネルギーに
ついて、仕事と関連づけて理解す
る。
力学的エネルギー保存の法則を仕
事と関連付けて理解する。

波の性質について、直線状に伝わる
場合を中心に理解する。

身近な波の一つである音の様々な現
象について、波の観点から観察、実
験を通して理解する。
気柱の共鳴、弦の振動及び音波の
性質を理解する。

第４編　電気
　第1章　物質と電気抵抗
　

　第2章　磁場と交流

　１　力とそのはたらき

　２　力のつりあい

  ３　運動の法則

　１　速度

　２　加速度

　３　落体の運動

　１　仕事
　２　運動エネルギー
　３　位置エネルギー
　４　力学的エネルギーの保存

　１　波と媒質の運動
　２　重ね合わせの原理

　１　音の性質

　２　発音体の振動と共振・共鳴

　1　電気の性質
　2　電流と電気抵抗
　3　電気とエネルギー

　1　電流と磁場
　2　交流と電磁波

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



ク　　　　ラ　　　　ス

１～６

①知識・技能

① ② ③

4 第1章　生物の特徴 第１節　生物の多様性と共通性 〇 〇 〇

第２節　細胞とエネルギー
〇 〇

5 第3節　呼吸と光合成 〇 〇 〇

第２章　遺伝子とそのはた
らき 第１節　遺伝情報とDNA 〇 〇

6 第２節　遺伝情報の複製と分配 〇 〇

〇 〇 〇

7 第３節　遺伝情報の発現 〇 〇

9 ○ ○ ○

10
第３章　ヒトの体内環境の維
持

第１節　体内での情報伝達と調
節

〇 〇

第２節　体内環境の維持のしくみ ○ ○

11

第３節　免疫のはたらき 〇 〇 〇

12 〇 〇 〇

1
第４章　生物の多様性と生
態系 第１節　植生と遷移 〇 〇

第２節　植生の分布とバイオーム 〇 〇 〇

2 第３節　生態系と生物の多様性 〇 〇 〇

3 第４節　生態系のバランスと保全 〇 〇 〇

1 理科(生物基礎) 2

令和８年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

   教　科   書 副　　教　　材

高等学校生物基礎(数研出版） リードα生物基礎（数研出版）

学習の目標
日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行
い、生物学的に探求する能力と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な
見方や考え方を養う。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

・観察や実験を通し、生物に関する
事物や現象について基本的な概念
やそのしくみについて理解できる。
・生物の観察や実験の技能を習得
し、それらをレポートやスケッチなど
として的確に表現できる。

生物の共通性や多様性を総合的に考え、
生命のしくみについて科学的に判断し、説
明できる。

　生物学的な事物・現象に関心
を持ち、意欲的に取り組み、探究
する態度を身に付けることができ
る。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第
１
学
期

・生物は多様でありながら共通性をもっているこ
とを見いだして理解し、生物の共通性と起源の
共有を関連付けて理解する。

・生命活動にはエネルギーが必要であること、
生命活動のエネルギーはATPの形で供給され
ることを理解する。

・呼吸と光合成のしくみについて学ぶ。

・DNAの特徴について理解する。

・DNAが半保存的に複製されることを理解す
る。

・細胞周期の進行に伴って、DNAが複製され
分配されることにより、遺伝情報が伝えられるこ
とを理解する。

・タンパク質のアミノ酸配列は、DNAの塩基配
列によって決まることを理解する。

第
２
学
期

・個体を構成する細胞は全て同じ遺伝子が含
まれるが、細胞の機能に応じて発現している遺
伝子が異なることを理解する。

・体内環境が保たれている仕組みを理解する。

・ホルモンと自律神経のはたらきによって、体内
環境が維持されていることを理解する。

・からだに、異物を排除する防御機構が備わっ
ていることを理解する。

・免疫と病気の関係や、免疫が医療に応用され
ていることを理解する。

第
３
学
期

・植生の成り立ちとともに、植生が時間の経過と
ともに移り変わっていくことを理解する。

・世界各地には、多様なバイオームが成立して
いることを理解する

・生態系の成り立ちを理解する

・人間活動が生態系に及ぼす影響について理
解するとともに、生態系の保全の重要せについ
て理解する。

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



① ② ③

4 12

5 18

6

6 〇 〇 〇

7 3 〇 〇 〇

9 6

15

10 15

11

12 3 〇 〇 〇

1 12

2 12

3 3 〇 〇 〇

令和８年度　１年体育シラバス

学　年 ク　　　　ラ　　　　ス 教　　科　（　科　目　） 単位数

1年　男子・女子 １～６ 体育 3

   教　科   書 副　　教　　材

現代高等保健体育(大修館書店） ステップアップ高校スポーツ２０２６（大修館書店）

学習の目標

・運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにする
ため、運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身に付けるようにする。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝える力を養う。
・運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

評価の方法

①知識・技能 ②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

運動の合理的、計画的な実践に関する具体
的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継
続するための理論について理解しているとと
もに、目的に応じた技能を身に付けている。
・実技テスト・知識テストなど

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に
向けて、課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じ
た運動の組み合わせ方を工夫しているとともに、それら
を他者に伝えている。
・課題レポート・グループ活動の発言

運動の楽しさや喜びを深く味わうこと
ができるよう、運動の合理的、計画的
な実践に自主的に取り組もうとしてい
る。
学習状況（意欲、態度、グループ活
動等）の観察

学習計画及び評価方法

学
期

月 時数 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第
１
学
期

体つくり運動
集団行動

体力テストなど

体つくり運動
・運動を継続する意義、体の構造、運動の原則などについて理解している。

陸上競技
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などについて理解している。
・短距離走・リレーでは、中間走へのつなぎを滑らかにして速く走ることやバトンの受渡
しで次走者のスピードを十分高めることができる。
・長距離走では、自己に適したペースを維持して走ることができる。
・走り幅跳びでは、スピードに乗った助走から力強く踏み切って跳ぶことができる。
・三段跳びでは、短い助走からリズミカルに連続して跳ぶことができる。
・砲丸投げでは、立ち投げなどから砲丸を突き出して投げることができる。
・やり投げでは、短い助走からやりを前方にまっすぐ投げることができる。

球技
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などについて理解している。
・ゴール型では、安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール前
への侵入などから攻防をすることができる。
・ネット型では、役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をすることができる。
・ベースボール型では、安定したバット操作と走塁での攻撃、ボール操作と連携した
守備などによって攻防をすることができる。

武道
・伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方などについて理解
している。
・柔道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技、連絡技を用いて、
相手を崩して投げたり、抑えたりするなどの攻防をすることができる。

ダンス
・ダンスの名称や用語、踊りの特徴と表現の仕方、交流や発表の仕方、運動観察の方
法、体力の高め方などについて理解している。
・創作ダンスでは、表したいテーマにふさわしいイメージを捉え、個や群で、緩急強弱
のある動きや空間の使い方で変化を付けて即興的に表現したり、簡単な作品にまとめ
たりして踊ることができる。

器械運動
・技の名称や行い方、運動観察の方法、体力の高め方などについて理解している。
・マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条件を
変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成し演技することができる。

体育理論
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について理解している。

〇

球技
球技（男子　ラグビー

女子　サッカー）

体育理論 スポーツの発祥と発展

〇

陸上競技
短距離走

リレー
長距離走

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

（選択）
球技
武道

（選択）
球技（ソフトボール

テニス）
武道（柔道）

（選択）
器械運動
陸上競技

ダンス

（選択）
器械運動（マット運動）
陸上競技（跳躍、投擲）

ダンス（創作ダンス）

体育理論 スポーツの発祥と発展

第
３
学
期

球技

2単位

球技
（バレーボー

ル）

1単位

球技
（バドミントン

卓球）

体育理論 スポーツの発祥と発展

第
２
学
期

球技
球技（男子　ラグビー

女子　サッカー）

〇 〇 〇

〇 〇 〇

富 山 県 立 富 山 東 高 等 学 校



ク　　　　ラ　　　　ス

１～６

①知識・技能

① ② ③

4 1 健康の考え方と成り立ち 〇 〇 〇

1 私たちの健康のすがた 〇 〇 〇

5 2 生活習慣病の予防と回復 〇 〇 〇

2 がんの原因と予防 〇 〇 〇

6 2 がんの治療と回復 〇 〇 〇

2 運動と健康 〇 〇 〇

7 1 食事と健康 〇 〇 〇

1 休養・睡眠と健康 〇 〇 〇

9 2 喫煙と健康 〇 〇 〇

1 飲酒と健康 〇 〇 〇

1 薬物乱用と健康 〇 〇 〇

10 2 精神疾患の特徴 〇 〇 〇

1 精神疾患の予防 〇 〇 〇

1 精神疾患からの回復 〇 〇 〇

11 2 現代の感染症 〇 〇 〇

1 感染症の予防 〇 〇 〇

1 性感染症・エイズとその予防 〇 〇 〇

12 1 健康に関する意思決定・行動選択 〇 〇 〇

1 健康に関する環境づくり 〇 〇 〇

1 2 事故の現状と発生要因 〇 〇 〇

1 安全な社会の形成 〇 〇 〇

2 1 交通における安全 〇 〇 〇

1 応急手当の意義とその基本 〇 〇 〇

2 日常的な応急手当 〇 〇 〇

3 2 心肺蘇生法 〇 〇 〇

令和8年度　１年保健シラバス

学　年 教　　科　（　科　目　）

1 保健

単位数

1

副　　教　　材

図説現代高等保健　（大修館書店）
現代高等保健体育ノート（大修館書店）

学習の目標

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適切に
管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。
（1） 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。
（2） 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況に応じて他
者に伝える力を養う。
（3） 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

   教　科   書

現代高等保健（大修館書店）

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

個人及び社会生活における健康・安
全について理解を深めているととも
に，技能を身に付けている。
・定期考査、知識小テスト

健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，
計画的な解決に向けて思考し判断しているとともに，目
的や状況に応じて他者に伝えている。
・定期考査、課題レポート、ノート内容

生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指し，
明るく豊かで活力ある生活を営むた
めの学習に主体的に取り組もうとして
いる。
・学習状況（意欲、態度、グループ活
動等）の観察、ノート内容

学習計画及び評価方法

学

期
月 時数 単元名 項目 学習活動と評価のポイント

評価方法

第

１

学

期

現代社会と健康

・さまざまな健康の考え方について例をあげて説明できる。
・健康を成り立たせている要因について例をあげて説明できる。

・わが国の健康水準の変化とその背景について説明できる。
・わが国の現在の健康問題について例をあげて説明できる。

・生活習慣病の種類と要因について説明できる。
・生活習慣病の一次予防，二次予防について例をあげて説明でき
る。

・がんの種類や原因について説明できる。
・がんの一次予防と二次予防について例をあげて説明できる。

・がんのおもな治療法や緩和ケアについて説明できる。
・がん検診の普及や情報サービスの整備などの社会的な対策につい
て説明できる。

・健康と運動の関係について説明できる。
・目的に応じた健康的な運動のしかたについて例をあげて説明でき
る。

・食事と健康の関係について説明できる。
・健康的な食事のとり方について説明できる。

・健康と休養の関係及び適切な休養のとり方について説明できる。
・健康と睡眠の関係及び健康によい睡眠のとり方について説明でき
る。

・意思決定・行動選択に影響を与える要因について説明できる。
・健康に関する適切な意思決定・行動選択の際の工夫について例を
あげて説明できる。

・精神疾患の治療について例をあげて説明できる。
・精神疾患の適切な治療や回復のためには，どのような社会環境が
必要か説明できる。

・感染症とは何かについて潜伏期間や感染力なども含めて説明でき
る。
・新興感染症と再興感染症が流行する要因をそれぞれ説明できる。

・感染症の予防対策について３原則から例をあげて説明できる。
・感染症への個人と社会の対策について例をあげて説明できる。

・性感染症・エイズがほかの感染症と異なる点について説明できる。
・性感染症・エイズの予防とその対策について個人と社会に分けて例
をあげることができる。

第

２

学

期

第
3
学
期

安全な社会生活

・事故の実態と被害の実態について説明できる。
・事故の発生には人的要因と環境要因が関連していることについて
例をあげて説明できる。

・安全のために必要な個人の行動について例をあげて説明できる。
・すべての人たちの安全を確保するために必要な環境整備について
例をあげて説明できる。

・交通事故防止における個人の取り組みと交通環境の整備について
例をあげて説明できる。
・交通事故における責任を３つに分けて説明できる。

・応急手当の意義について説明できる。
・傷病者を発見したときに，確認・観察するポイントをあげることができ
る。

・日常的なけがや熱中症の応急手当の手順や方法について説明で
きる。
・実際に，日常的なけがや熱中症の応急手当ができる。

・心肺蘇生法の方法と手順について説明できる。
・実際に，心肺蘇生法をおこなうことができる。

・社会環境の健康への影響について例をあげて説明できる。
・ヘルスプロモーションの考え方にもとづく環境づくりの特徴について
説明できる。

・喫煙者やその周囲の人に起こる害について説明できる。
・喫煙対策について，個人と社会に分けて例をあげて説明できる。

・飲酒による健康への短期的影響と長期的影響を説明できる。
・飲酒による健康問題に対する個人や社会環境への対策について例
をあげて説明できる。

・薬物乱用が心身の健康や社会に及ぼす影響について説明できる。
・薬物乱用防止のための個人や社会環境への対策例をあげることが
できる。

・精神疾患の例をあげ，発病の要因とおもな症状について説明でき
る。
・現代社会における精神保健の課題をあげることができる。

・精神疾患を予防する方法について説明できる。
・精神疾患の早期発見のために必要なことについて説明できる。

富 山 県 立 富 山 東 高 等 学 校



ク　　　　ラ　　　　ス

１～６

①知識・技能

① ② ③

4 表現（歌唱）
発声方法

オリエンテーション
校歌を知ろう
正しい発声を身に付けて、豊かな響きで歌
おう

○ ○

表現 楽典①音名を覚えよう
楽典②音符と休符について確認しよう ○ ○ ○

5 表現（リズム） リズム合奏を楽しもう①

○ ○

表現（リズム） リズム合奏を楽しもう②
○ ○ ○

6 表現（歌唱） 曲にふさわしい発声で、表情豊かに歌おう

○ ○

鑑賞 曲の構造を理解し、ピアノのもつ表現力を味
わおう ○ ○ ○

7 表現（創作） 音を組み合わせて曲を作ろう

○ ○ ○

鑑賞 雅楽・能の世界にふれよう

○ ○

9 表現（創作） 旋律の雰囲気を変化させよう
○ ○ ○

10 表現（歌唱）
鑑賞

外国語の歌曲を歌おう（２人の作曲家による
「野ばら」）

○ ○ ○

11 鑑賞 総合芸術を知ろう（オペラの鑑賞とその特
徴）

○ ○

表現（器楽・歌唱） ギターを弾こう①
楽典③和音（コード）について

○ ○

鑑賞 曲の構成を理解し、曲に込められた思いを
感じ取ろう ○ ○ ○

1 表現（器楽） ギターを弾こう②（ギターアンサンブル）

○ ○

2 表現（歌唱） 合唱曲を歌おう①

表現（歌唱・器楽） 芸術科発表会を成功させよう（発表に向けて
の個人練習、グループ練習）

○ ○ ○

3 表現（歌唱・器楽）
鑑賞

芸術科発表会
○ ○ ○

1 芸術（音楽Ⅰ） 2

令和８年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

   教　科   書 副　　教　　材

高校生の音楽１(教育芸術社) MUSIC NOTE(啓隆社)

学習の目標

・さまざまな音楽活動をする上で必要な基礎的音楽の能力を高め、創意工夫を生かした音楽表現ができるとともに、
文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりなどを踏まえて、音楽について考える力を身に付ける。
・日本や世界の音楽に触れることで、さまざまな価値観を持つ音楽に対しても、広い視点からそれらの音楽の良さを
感じ取り、音楽の多様性について理解を深める。
・音楽のさまざまな活動を通して感性を豊かに育み、生涯にわたって音楽を愛好する心情を育てるとともに、音楽文
化に親しむ姿勢を育てる。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史
的背景などとの関わり及び音楽の多
様性について理解している。
・創意工夫を生かした音楽表現をす
るために必要な知識や技能を身に
付け、歌唱、器楽、創作で表してい
る。

・音楽を形づくっている要素や要素同士の
関連を知覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりに
ついて考え、どのように表すかについて表
現意図をもったり，音楽を評価しながらよさ
や美しさを自ら味わって聴いたりしている。

・主体的・協働的に表現及び鑑
賞の学習活動に取り組もうとして
いる。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第
１
学
期

・バランスのよい姿勢や呼吸の仕方、声の響かせ方
を意識し、曲のイメージをもち、曲想と歌詞との関わり
や旋律の特徴を理解して表現することができる。

・音名や譜表、音符や休符について理解し、楽譜の
読み方について確認することで表現活動に生かす。

・リズムパターンを言葉でリズム唱するなど、拍の流れ
を全員で共有して、拍を感じながら手拍子や足踏み
をすることができる。

・強弱や効果的な演奏表現、練習方法について、グ
ループで話し合い、創意工夫した発表をする。

・曲にふさわしい発声や言葉の発音、身体の使い方
など技能を身に付け、曲想と音楽の構造について理
解している。

・曲の構造を理解し、ピアノ曲の魅力を味わう。

・4つの音を用いてリズムや音の並べ方を工夫し、旋
律を作る。
・正しい記譜の仕方を知り、実際に書いたりタブレット
で入力したりする。

第
２
学
期

・舞楽の構成について理解する。
・能の音楽様式を学び、《高砂》の詞章を謡ったり「呂
中干」の唱歌を唄ったりして音楽の特徴を感じ取る。

・平易な旋律に音を加えたり、リズムや拍子を変えた
りして変奏することができる。

・ドイツ語の発音の特徴やゲーテの詩「野ばら」の内
容を理解する。
・ドイツ語の強弱によるリズムと旋律との関わりを理解
する。
・歌詞の内容や曲の雰囲気を理解して、２つの「野ば
ら」を工夫して歌う。

・歌唱、器楽のさまざまな組み合わせによる表現を味
わう。
・歌詞の内容や場面の状況を理解する。

12 ・ギターの構造を理解し、基本的な奏法を身に付け
る。
・コードの仕組みを理解し、ギターで押さえることがで
きる。
・TAB譜やダイヤグラムを見て簡単な旋律やコードを
演奏することができる。
・曲の表現方法を工夫して、弾き歌いをすることがで
きる。

第
３
学
期

・ベートーヴェン作曲交響曲第9番を聴く。
・音楽の構成とシラーの歌詞を確認しながら、ベー
トーヴェンが曲に込めた思いを考える。

・TAB譜を読み、練習動画も参考にして主体的に練
習に取り組む。
・グループで練習方法や表現を工夫して、ギターア
ンサンブルを作り上げる。

・声部の役割を理解し、パート練習に積極的に取り
組む。
・強弱、テンポ、歌詞の意味 など、どのように表現し
たいか話し合う。

・グループごとに協力して練習に取り組むことができ
る。
・発表のマナーについて確認する。
・録音や撮影を行い、演奏を振り返り、意見を述べ合
う。

・１年間の成果をグループごとに発表し、感想を述べ
合う。

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



ク　　　　ラ　　　　ス

1～6Ｈ

①知識・技能

① ② ③

4 鑑賞 教科書や参考作品を鑑賞する。 ○ ○

絵画－デッサン 鉛筆の使い方を知る ○

5 絵画－油絵 油彩用具の使い方を知る。 ○

意図に沿った構図を考えて下絵
を描く。

○ ○

6 油絵の具で明暗をつける。 ○

7 着彩をする。 ○ ○ ○

9 彫刻－塑像 彫刻作品を鑑賞する ○ ○

デザインを考える ○ ○

10 本制作をする ○ ○ ○

写真撮影をする ○ ○ ○

11 作品を鑑賞する。 ○ ○

身の回りのデザインを鑑賞する ○ ○

12 車両デザインを考える ○ ○ ○

アクリルガッシュの使い方を学ぶ ○

1 プレゼンボードの本制作をする ○ ○ ○

2 デザインのプレゼンをする ○ ○

3 鑑賞 作品を鑑賞する。 ○ ○

1 芸術（美術Ⅰ） 2

令和8年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

   教　科   書 副　　教　　材

美術１（光村図書）

学習の目標

・五感を生かした美術活動によって、美的体験を豊かにし美術を愛好する心情を育てる。
・感性を高め、鑑賞活動や創造的な表現活動を通して、主体的に発想する力を養う。
・材料・用具の特性を理解し、特性を生かした表現ができる技能を身に付ける。
・多様な表現方法を知り、意図に応じて主体的に表現を工夫することができる。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

・美術文化についての理解を深め、
そのよさや美しさを創造的に味わ
う。
・創造的な表現をするために材料・
用具の特性を理解し、特性を生かし
た表現ができる技能を身に付ける。
・形や色彩、材料、光と影などが感
情にもたらす効果を理解できる。
・手順を理解し、考えながら見通し
を持って創作活動ができる。

・自己を深く見つめ、感じ取ったことや考え
たことなどから、独創的な主題を生成し、
主題に応じた表現の可能性を探りながら
考え、個性を生かして創造的な表現の構
想を練る。
・感性をはたらかせて美術のよさや美しさ
を感じ取り、豊かに発想し、創造的な表現
を工夫する。

・美術の創造活動の中で、主体
的に感じ取ったことや考えたこと
などを基に表現したり、鑑賞した
りする学習活動に取り組もうとし
ている。
・美術を愛好し、表現の主題や
形式などに幅広く関心をもち、意
欲的、主体的に表現や鑑賞の喜
びを味わおうとする。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第
１
学
期

美術の学習内容に関心を持つことができる。

対象をよく見て描写することができる。

油彩用具の基本的な使い方を理解することが
できる。

画面全体の配置のバランスを考えながら、構図
を工夫して下絵を描くことができる。

立体感を意識して明暗を付けることができる。

油絵のマチエールを生かし、意図に沿った色を
置くことができる。

第
３
学
期

色彩の効果を意識して、見やすく魅力的なデ
ザインを構成することができる。

プレゼンボードを提示しながら自身の考えたデ
ザインの魅力をわかりやすく伝えることができ
る。

友達や自分の作品のよさを感じとることができ
る。

第
２
学
期

様々な彫刻作品を“空間”に注目しながら鑑賞
し、絵画との違いに気づくことができる。

設置する空間から生まれるストーリーを想像し
ながらデザインすることができる。

様々な角度から見回し、平面図を立体に表す
ことができる。

構図を工夫し、ストーリー性のある写真を撮影
することができる。

友達や自分の作品のよさを感じとり、伝え合うこ
とができる。

身の回りにあるデザインを鑑賞し、デザインの
役割を理解することができる。

車両を利用する人々の心情を想像しながらデ
ザインを工夫することができる。

アクリルガッシュの基本的な使い方を理解でき
る。

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



ク　　　　ラ　　　　ス

２～６H

①知識・技能

① ② ③

4 書写から書道へ 〇

漢字の書　　　　　楷書   孔子廟堂碑、九成宮醴泉銘 〇 〇 〇

5 　雁塔聖教序、顔氏家廟碑

　   牛橛造像記、鄭羲下碑

6 　　　　　　　　　隷書   曹全碑 〇 〇

　　　　　　　　　篆書 　泰山刻石 〇 〇

7   篆刻

9 　　　　　　　　　行書 　蘭亭序、争坐位文稿、　風信帖 〇 〇 〇

  智永真草千字文 〇

10 　古典を生かした創作 〇 〇 〇

11 仮名の書 　仮名の基本用筆、連綿、平仮名 〇

　蓬莱切　高野切古今和歌集 〇 〇

12 　古筆を生かした創作 〇 〇 〇

1 漢字仮名交じりの書 〇 〇 〇

2 生活の中の書 〇

3 発表会・鑑賞会 〇 〇 〇

1 芸術（書道） 2

令和8年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

   教　科   書 副　　教　　材

　書Ⅰ(東京書籍)

学習の目標

(1) 　書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に
基づき、効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。
(2) 　書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値
を考え、書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。
(3) 　主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝
統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

・書の表現の方法や形式、書表現
の多様性について幅広く理解して
いる。
・書写能力を向上させるとともに、書
の伝統に基づき、作品を効果的に
表現するための基礎的な技能を身
に付け、表している。

・書のよさや美しさを感受し、意図に基づ
いて構想し表現を工夫したり、作品や書の
伝統と文化の意味や価値を考え、書の美
を味わい捉えたりしている。

・主体的に書の表現及び鑑賞の
幅広い活動に取り組もうとしてい
る。

第
２
学
期

・漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、漢字の書の古典の線質、字形や構成を生かし
た表現を身に付ける。

・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、線質
や書風と用筆・運筆との関わりについて理解す
る。
・仮名の書の基本的な用筆・運筆の技能、連綿
と単体、線質や字形を生かした表現を身に付け
る。
・仮名の書の古典の書風に即した用筆・運筆、
字形、全体の構成について構想し工夫する。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第
３
学
期

・目的や用途に即した効果的な表現の技能、
漢字と仮名の調和した線質による表現を身に
付ける。
・漢字仮名交じりの書のよさや美しさを感受し、
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習活動に主体的に取り組むよ
うにする。
・生活や社会における書の効用について考え、
書のよさや美しさを味わっている。
・相互鑑賞をふまえ、制作意図や表現の工夫を
明確にし、発表する。
・音楽や美術選択者の発表を鑑賞し、芸術へ
の造詣を深める。

第
１
学
期

・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、漢
字の書体の変遷、仮名の成立等、書の伝統的
な鑑賞の方法や形態について理解する。

・用具・用材の特徴と表現効果の関わり、書体
や書風と用筆・運筆との関わりについて理解す
る。
・漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆
の技能、漢字の書の古典の線質、字形を生か
した表現を身に付ける。
・線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣
との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統
と文化について理解する。
・創造された作品の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉える。
・漢字の書のよさや美しさを感受し、作品や書
の意味や価値について考えながら、幅広い鑑
賞の学習活動に主体的に取り組むようにする。

・篆刻の特質に基づく表現をする幅広い表現の
学習活動に主体的に取り組むようにする。

富　山　県　立　富　山　東　高　等　学　校



ク　　　　ラ　　　　ス

1～６

①知識・技能

① ② ③

4 Lesson 1 Who Is Your Hero? ○ ○ ○

5 Lesson 2 Go, Anzu! ○ ○ ○

6 Lesson 3 We Can Make a difference ○ ○ ○

7 Lesson 4 Creative Problem Solving ○ ○ ○

9 Lesson 5
Canned Bread to Feed the
World

○ ○ ○

10 Lesson 6
Could We Have a Real Jurassic
Park?

○ ○ ○

11 Lesson 7 Behind the Price Tag ○ ○ ○

12 Lesson 8 The World's Winter Festivals ○ ○ ○

1 Lesson 9 Slackers in the Ant Nest ○ ○ ○

2
Lesson 10 Capturing the Reality of the

World
○ ○ ○

3

1 英語（英語コミュニケーション I） 3

令和8年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

教科書 副　　教　　材

Heartening English Communication I (桐原書店) Heartening English Communication I Workbook Standard (桐原書店)
改訂版必携英単語LEAP（数研出版）

学習の目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，以下の5つの領域において言語活動及びこれら
を結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりす
るコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

聞くこと、読むこと、話すこと（やりとり、発表）、書くことにおいて、多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取
り，概要や要点を目的に応じて必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができるように
する。また、情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。また、
聞いたり，読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝
える文章を書くことができるようにする。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

コミュニケーションを行う目的や場面，状
況などに応じて，日常的な話題や社会
的な話題について聞いたり、書かれた
文等を読んで，その情報や考え，気持
ちなどを，論理性に注意して伝え合った
り、書いたりできる知識や技能を身に付
けているか。

活動、課題、発表、テストで評価する。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題や社会的な話題につ
いて，必要な情報を聞き取り，話し手の意図や
概要，要点を捉えているか。
情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して
書いて伝えているか。

活動、課題、発表、テストで評価する。

外国語の背景にある文化に対する
理解を深め，話し手に配慮しなが
ら，主体的，自律的に英語で話され
ることを聞こうとしたり、話そうとしてい
る。また、与えられた情報について
書こうとしているか。

活動、課題、発表、テストで評価す
る。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第
３
学
期

・働かないアリについての科学的事実を述べた説明文を読
んで、概要を理解し、関連した情報を探す。
・関係詞について理解を深める。
・アリのコロニーの研究について、要点を整理して伝える。
・働かないアリの存在意義について、詳しく説明しながら話
し合う。
・安田さんについての物語文を読んで、概要やメッセージを
理解する。
・仮定法過去／仮定法過去完了を使った表現を使える。
・安田さんの記事の内容を、わかりやすく伝える。

第
１
学
期

・小田選手についての記事（物語文）を読んで、概要を理解
する。
・現在形／過去形／進行形・未来表現の使い方を理解す
る。
・小田選手の記事の内容を、わかりやすく伝える。
・相手の発言に反応しながら、小田選手の記事の感想を伝
え合う。
・アンズについてのニュース（物語文）と視聴者のコメントを
読んで、概要を理解する。
・現在完了形／現在完了進行形・過去完了形／過去完了
進行形の使い方を理解する。
・アンズのニュースを、テレビの視聴者にわかりやすく伝え
る。

・環境問題についての説明文・意見文を読んで、概要を理
解する。
・助動詞の使い方を理解する。
・環境問題への4名の取り組みを、整理して伝える。
・会話を続ける工夫をしながら、4名の取り組みについての
感想を伝え合う。

・ポイ捨てを減らす方法についての論証文を読んで、概要
を理解し、関連した情報を探す。
・ポイ捨てを減らす3つの効果的な方法を、整理して伝え
る。
・受動態と前置詞についての理解を深める。
・ポイ捨てを減らすのに効果的なごみ箱について、相手の
発言を確認しながら話し合う。

第
２
学
期

・パンの缶詰についての記事（物語文）を読んで、概要や
メッセージを理解する。
・不定詞の使い方を理解する。
・パンの缶詰についてのエピソードを、わかりやすく伝える。

・恐竜再生についての講義（説明文）を読んで、概要を理解
し、関連した情報を探す。
・動名詞の使い方を理解する。
・恐竜再生の可能性について、要点や根拠を整理して伝え
る。

・ファッション業界について講演（説明文）と、問題に対して
対立する二者の意見を読んで、概要を理解する。
・分詞構文の使い方を理解する。
・ファッション業界についての講演内容と二者の意見を、整
理して伝える。

・世界の冬の祭りの共通性について論じた説明文を読ん
で、概要を理解し、関連した情報を探す。
・比較に関する表現と従属接続詞の理解を深める。
・世界の冬の祭りの特徴と共通点を、整理して伝える。
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ク　　　　ラ　　　　ス

1～6

①知識・技能

① ② ③

4 生活設計 人生100年時代をデザインする
〇 〇

5

6

7

〇 〇 〇

9 消費・環境
－消費社会を生きる－

10

11

高齢者
－高齢者と生きる－

１．高齢者を知る
２．高齢社会の現状と課題
３．高齢者の尊厳と自立の支援
４．高齢者を支える制度としくみ

〇
〇
〇 〇 〇

12 社会福祉
－支えあい共に生きる－

１．生活を支える福祉と社会保障制度
２．共生社会の実現に向けて

〇

〇

〇

〇

1 衣生活
－選んで着る－

１．衣生活を見直す
２．衣服の機能と着装
３．衣服の材料と成り立ち
４．衣服の管理
５．安心して衣服を着るために
６．いろいろな人が着る衣服
７．これからの衣服

〇
〇

〇

〇

○

〇

〇 〇

2

3

1 家庭（家庭基礎） 2

令和8年度　シラバス
学　年 教　　科　（　科　目　） 単位数

   教　科   書 副　　教　　材

新Agenda家庭基礎(実教出版) 生活ハンドブック (第一学習社)

学習の目標
人の一生と家族・福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得すると共に、国際化・情報化が発
展し生活様式の多様化が進む現代社会の中で、自分らしく生きようとする意欲と生活の充実・向上を図ろうとする実践的態度を
身に付け、さまざまな人と協働し、より良い社会の構築に向けて主体的に生活を創造する資質・能力を養う。

評価の方法

②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

・ 人の生涯にわたる発達と生活の営み
を総合的に捉え、家族・家庭と社会との
関わりについて理解を深める。
・ 生活を主体的に営むために必要な家
族・家庭、衣食住、消費や環境などにつ
いて理解していると共に、それらに関わ
る技能を身に付けている。

・ 生涯を見通して、家庭や地域及び社会にお
ける生活の中から問題を見出し、課題を設定し
て解決策を構想することができる。
・ 実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基
づいて理論的に表現するなどして課題を解決
する力を身に付けている。

・ さまざまな人々と協働し、より良い
社会の構築に向けて、課題の解決
に主体的に取り組むことができる。
・ 自分や家庭、地域の生活を創造
し、実生活への応用力を身に付けて
いる。

学習計画及び評価方法

学
期

月 単元名 項目 学習活動と評価のポイント
評価方法

第
１
学
期

これまでの自分を振り返り、現在の自分を認識し、これから
の方向性に目を向ける。

自分・家族
－多様化した社会に生きる－

１．これからをどう生きるか
２．青年期の自立
３．社会の変化と家族
４．家族・人生・生き方と法律
５．多様な課題を抱える家族・家庭
６．持続可能な生活と仕事
７．多様な生き方を保障する社会へ

・ライフステージの特徴と発達課題を理解する。
・青年期の課題を知り、自立に向けた目的意識をもつ。
・家族のあり方や多様な人々との共生を理解し、家族の問
題や社会制度の問題解決の方向性を見出す。
・個人や家族を支える社会システムや法律について理解
する。
・職業や家事労働の現状と課題について考える。

ホームプロジェクトと学校家庭うクラブ活動 「ホームプロジェクト」と「学校家庭クラブ活動」　の意義を把
握し、生活の中から課題を見つけ、自ら解決に向けて行動
する。

〇

〇

〇

〇

食生活
－楽しく安全に食べる－

１．食べることを通して
２．栄養と食品
３．栄養素のはたらきと食品の栄養
４．食品の選択
５．食品の取り扱い
６．食品の安全性
７．豊かな食生活の背景には
８．食事をつくる

・食生活の役割を認識し、食生活の実情を考える。
・健康な食生活を営むために必要な栄養や食品などの基
本的な知識を理解し、よりよい食生活を実現する。
・食の安全性について問題意識をもち、食品表示、添加物
および管理方法理解し、実践力を養う。
・食料自給率や食品ロスなどの社会問題にふれ、持続可
能性について考えを深める。
・調理実習を行い、調理の基本技術を身に付ける。

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

子ども
－子どもと生きる－

１．子どもと出会う
２．子どもの心とからだの発達
３．子どもの生活
４．子どもと遊び
５．子どもの育つ環境と社会
６．子どもの権利と福祉
７．子どもと共に育つ

・子どもをとりまく環境や子育ての現状・課題について考
え、解決法を探る。
・子どもの発達に応じた特徴を理解する。
・子どもの最善の利益実現に向けて、家族や地域、社会が
担う役割や支援のあり方について考える。
・親になることの意味や子どもを産み育てていくために必
要なことを考え、未来に向けて共に育つ姿勢を養う。

○

〇
〇

第
２
学
期

１．お金の管理とライフデザイン
２．暮らしと経済のかかわり
３．意思決定と契約
４．購入方法の多様化
５．消費者問題
６．消費者保護
７．持続可能な社会をめざして（１）
８．持続可能な社会をめざして（２）
９．消費者市民社会

・消費生活の現状や家計と社会経済の関わりを理解し、消
費者として主体的に判断し、行動できる力を身に付ける。
・契約の原理と、多様な販売方法や支払い方法について
理解する。
・消費者被害の構造を知り、消費者を守る法律や支援制
度について理解し、予防と対策の力を身に付ける。
・持続可能な社会に向けた様々な取り組みを理解し、一消
費者としての判断力を養う。

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

第
３
学
期

・衣生活に関心をもち、衣服選択の重要性を理解する。
・健康で快適な衣生活を営むための材料や構造について
理解する。
・環境負荷の少ない購入・管理・廃棄についての問題意識
をもち、判断する力を身に付ける。
・衣服修繕や製作実習を通して基礎的な裁縫技術を習得
する。

住生活
－人間らしく住む－

１．住まいの選択
２．ライフスタイルと住まい
３．さまざまな家族・さまざまな住まい
４．住まいの安全・安心
５．住環境の安全・安心
６．環境共生の今・昔
７．住まいづくり・まちづくりへの参加

・住まいの役割や機能について理解する。
・間取りや立地などの基礎知識を身に付け、ライフスタイル
に合った住まい選びの力を養う。
・住環境が与える健康への影響を理解し、より安全で快適
な住まい方についての基礎知識を身に付ける。
・時代や地域による住宅設備の違いに着目し、環境負荷
の少ない住まいを考える。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・高齢者の心身の特徴を理解する。
・高齢社会の現状と課題について理解する。
・高齢者を支える制度としくみを理解し、地域共生社会に
ついて考えを深める。

・社会福祉と社会保障制度について理解し、その課題と背
景について考えを深める。
・共に支え合う社会の実現のために、個人や集団の役割
やつながりについて考える。

〇
〇

〇

○
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